
別紙１ 
『テーブル５』 （UPTD:334） 

１） 適応 
・神経学的に異常所見がなく、1.8Kg/cm2G（0.18MPa）加圧後 15 分以内に症状が完全
に消失するⅠ型減圧症 

・Ⅰ型減圧症の再発 
２） 加圧速度: 0.6Kg/cm2/分 
３） 減圧速度: 0.03Kg/cm2/分 
４） 酸素吸入は 1.8Kg/cm2G加圧後から開始しても良いが、耳抜き良好であれば加圧開始          

時から実施する。 
５） 1.8Kg/cm2Gでは、酸素 20 分呼吸、空気 5 分の間歇的酸素呼吸をおこなう、0.9Kg/cm2G 

(0.09MPa)では、同様に酸素 20 分呼吸、空気 5 分呼吸の間歇的酸素呼吸を行う 
６） 中枢神経系酸素中毒のため酸素呼吸が中断された場合には、症状消失後 15 分して酸  

素呼吸を再開する。この場合、治療中断点から治療することになる 
・ 0.9Kg/cm2Gにおける２０分の酸素呼吸終了時点で完全緩解には至らないＩ型減圧症で、

かつ本治療中に症状が緩解傾向の認められたものに使用する。この場合、酸素呼吸の間
に間歇的空気呼吸の必要はない。また、減圧開始前にも空気呼吸を行う必要もない 

７） テンダー（注）は、0.9Kg/cm2Gから大気圧まで減圧する間、酸素呼吸を行う。仮にテン 
ダーが治療前 12 時間以内に高圧環境に暴露されていた場合は、0.9Kg/cm2Gからの減   
圧開始前の 20 分から酸素呼吸を行い、大気圧到達まで持続する 

 
（注）テンダー：第２種治療装置内において患者の看護等にあたる職員 
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